















































経済学レキシコン』③恐慌m のy にまとめられているが，独和対訳で24 べ-
ジにすぎない。　
いま一つは，マルクス＝ユーングルスが,  1847年,  1857年,  1866年,  1870年
代およびそれ以後の恐慌に関連して『ニューヨーク・デーリー・トリビュー
ソ』その他多数の新聞雑誌に寄稿した時事論文およびマルクスエエソゲルス














インドおよび中国の市場向けの主要工業部門である木綿工業で は， す で に1845



















高 金融のパニックをひき起した。パニックの激しさは1845 年に例 が な い ほ




















りを よぎな くされた ので あ る。 ……　9
月の破産 は， 宜だ 本来 の商 社 だけ に 限 られ てい た。 10月1 日に ，イ ンタ
ラン ド銀行は短 期 手形 の最低 割 引 率を5 循％ に引 き上 げ ， そ れと同時 に，今
後 は どんな種 類 の ものであ れ， 国 債担保 の前 貸は もう行 わ ない であろ う， と
宣 言 した。 ど うな っては 株式 銀行 乱 個人 銀行業 者 もこ れ以上圧 迫 に抵抗 す
るこ とは でき なか った 。 ……　
ご の10 月 とい う月を と くに 特 徴づけ る諸銀行 の この全 般 的 な支払 停 止に 総
い て， リ ヴ ァプ ール， マン チ ェ スタ ー， オ ール ダ ム，ハ リ フ ァッ クス， グ ラ
ス ゴー等 々 で，証 券業 者，手 形 ，株式 ，船 舶，茶， 綿花 の仲買人 ，製 鉄業 者
と鉄商 ，綿紡 績業者 と羊 毛紡 績業 者 ，綿 プ リン ト業 者等 々 のおび ただ しい 数
の破 産が起 こ った。」　　
「恐 慌 は10 月23－25 日に 頂点 に達 し ， すべ ての商業取 引 が完 全に停 止 した
　.
こ のときに シ テ ィ代表 者た ち が，故 サ ー・p  バ ー ト・ ビ ール の犀 利 さ の果実
であ った1844 年 の銀行 法 の停 止を 働 きかけ ， これをか ち とった。 この停止 に
よっ て，イ ン タラン ド銀 行 の， 二つ別 々 の現 金準 備を もつ 完全 に独 立 した2
部 門へ の分 離 乱 一時 や んだ 。旧 制度 があ と何 日か続い てい た としたら， こ
れ ら部 門の一方 の銀 行部 は ，発 券部に は600 万 の金 が蓄 蔵 され てい たに も か
かわ らず，破 産 せざ るをえ な か った であろ う。　10
月には す でに ，恐 慌 の大 陸 への最 初 のは ね返 りが生 じた。 ブ リ ュッセル ，
べヽ ソブル ク，ブ レ ーメン，こ ル バ ―フェ ル ト，ジ ェノ ヴ ァ， リ ヴ ォル ノ， コ
ル トレイ ク，サ ソ ク ドベ ラルブ ル ダ， リス ボン， ヅ エネ ッツ ィアで同時 に大
き な破 産 が勃 発 した 。… …力ヽ くし てイギ リ ス以 外 での破産 件数 が増 大 し,     い
までは ニ ューヨ ーク， ロ ッテル ダ ム， ア ムステル ダ ム， ル アー ヴル，バ イ ヨ
ン ヌ， アン ト ワープ， モソ ス， ト リ干 ステ， マド リー ド， ス トッ クフ ォル ム。
で も同様 にひ どい破 産 が起 るに い たっ た。 12月に はマ ル セイユ と アルジ ェで
も恐 慌 が勃発し ， ドイ ツで はあ らた に 激し さを加え た。　
わ れわれは い まや，フ ラ ンス の二 月革 命 が勃発 した時 点に 到達 した。」
■   Marx / Engels, Reue, Mai lis October 〔1850〕　












の 恐慌一革 命 の体験 が強 く作 用 した から では なかろ うか。　1957
年恐 慌- こ の最 初 の世 界恐 慌一 につ い ては ， ど うして もそ れに先
。立 つイギ リスを中 心 とす る西 ヨ ーロ ッパ の経 済政 治情勢 に か んす る， マル ク
ス ＝,コニーソ ゲル スの見 解 を簡 単 に見 てお くこ とが必要 で あ る。 マル クス ＝エ ン
グ ル スは，早 くも「1852 年」に恐 慌一 革命 となるであ ろ うとい う見 通 しを立 て，
次 のように述 べ てい る。「い ずれに せ よい まや きざ し よ歴然 た るもの で あ っ
て ，来 春 の大 陸 で の動 乱 が まった く うるわ しい恐 慌 と時 を 同 じ くす る見込 み
が, い まやほ とん どそ の確実 性が 存 する。」（1851年10月15日付けのエングルスからにレ
タスへの手紙Werke,  Bd. 27， ss. 361～362）とい っ てい る。 こ れは彼 ら の 革命待 望
払 もよるが，実 際に恐 慌 の周期 が1947 年 恐 慌 までは5 年 周期 で，現実 の循環
渥 動 の形 が, ほぼ10 年 とい う，形 を は っき り とと りは じめた の は，1847 年恐 慌
か らのちであ った とい う事実 に もよる ものであ る。 次に マル クスは1853 年に
七同年 中 の恐 慌到来 必至を 告げ てい る。（，ルクスの1953年1 月29日付エソやレスヘの
手紙Werke,  Bd. 28, s. 209）そ の後 もマル ク スはフ ラ ンスの クレデ ィ・ モビ リこ二
が 破綻 した，1848 年 の と似 た よ うな動 乱に 発展 してゆ くこ とを期 待 してい る。
金融 状況 は，1855 年 に逼 迫一 緩 慢一逼 迫 の過 程かお り， こ の同 じ過 程 が1856
年 に ちくり返 された のであ り， そ してこ の間イ ギ リ スの輸 出は ，し たが
っ て生産 は，1853 年 のピ ー クを こえ て増 加 し，そ してこ れが三 度 目に くり返
された1857 年 に ，つい に恐 慌 が 爆発 す るこ ととな った のであ る。　1957
年9 月半 ば アメ リカ 合衆 国に おい て恐 慌が勃 発 し それは ただ ちに イ
ギ リスに も伝染 した。　
マル クスは書い てい る。　
「1857 年 に は合衆 国 で恐 慌が 爆発 した。 そこ で, イギ リ スか ら アメ リカに 金
6が流 出 した。 しか し アノ リカで の価格膨 脹が パ ン クす る と， イ ギ リスで恐 慌
が起 こ り， ア メ リカから イギ リ スへ の金 の流 出 が生 じた 。 イ ギ リ スとヨ ーロ
ッ パ大 陸 とのあ い だ で も同 じだっ た。」(Marx,Kapital,   1. Werhe,Bd. 25, S. 509ン
マル ク ス ＝エ ン グル スに とっては ，正 に待 に 待 った恐 慌だ った 。マ ル クス
はエ ン グル スに ，「1849 年 こ の方 こ の勃 発 の さい ほ ど気 持 ち の よい 思い を し
た こ とは ない 。」（1857年11月13日付の手紙Werke,Bd.  29，S. 207）と書 き送 り，コ=,ン
グル スは これに たい す る返書 （11 月15 日付）で，「過去7 年 間 のブルジ ョア的




これが本当の本当の練習だ だけ に 専 念 した い。」（a.
a。O.,SS.  211－212）と答 え ， こ れ に よ っ て,  マ ル ク ス= エ ン グ ル ス が 学 者 で あ
る まえ に なに よ り も まず 革 命 家 だ っ た とい う こ と ， と くに エ ン グ ル ス が 「将
軍 」 の ア ダ 名 に ふ さ わ し い 実 力 を 具 え た 人 物 で あ った こ と が 知 ら れ る で あ ろ・
う。　
そ れ は さ て お き ， イ ギ リ ス の 貨 幣0   二 ツ クは ， つ い に ふ た た び ，1957 年11
月6 日 に 不 合 理 な サ ー.    ptバ ー ト ・ ビ ール の 銀 行 法 の 停 止 を 招 い た 。　
こ の と き マ ル ク ス ぱ ，『 ニ3. ヨ ー ク ・ デ ー リ ー一 ト リビ ュ ー ン 』 の 論 説，
に お い て ，「割 引 率 の た ん な る 表 に よ っ て さ え ， 恐 慌 は 普 通 な ら二 年 前 に や
っ て き た は ず だ っ た こ とを 論 証 した 。 そ の 遅 れ た こ と も い ま非 常 に 合 理 的 に
説 明 が つ く。」（声 レタス「イギリスの商業事情の急激な悪化」『ニューヨーク・デーリー.トジ
ビューソ』1857年11月30日付，Werke,  Bd. 12, s. 322）とい っ て い る の は ， 自分 た ち 力
こ
く り返 し も っ と早 く恐 慌 が 来 る と予 言 した こ とへ の 言 訳 け で あ る と と もに ，
既 に 見 た よ うに こ の 段 階 で 未 だ 恐 慌 の10 年 周 期 説 を 確 立 して い なか っ た か ら
で あ ろ う。　
マ ル ク ス は つ い で ， イ ギ リ ス は 自 由貿 易 と と もに 事 情 が 一 変 す る だ ろ う と
言 わ れ て き た が ， 現 に 見 る よ うに そ うで は な か っ た と い い ， そ し て 「（以 前
に は ） 工 業 は 高 い 穀 物 価 格 に もか か わ らず 未 曾 有 の 高 揚 を 示 しだ の に ，他 方 。
現 在 で は 豊 饒 な 収 穫 に もか か わ ら ず ， 工 業 は 未 曾 有 の 崩 壊 に 見 舞 わ れ て い
る」 と い うお よそ 自 由貿 易 主 義 の 宣 伝 に反 す る現 実 が 現 れ て い る こ と に 注 敷
を 向 け て い る。（マルクス「184祥 の銀行法とイギリスの貨幣の恐慌」ト ユーヨーク・デー
トリビューソ』1857年11月21日.Werke,  Bd, 12，SS. 322～3)
世界市場恐慌論序説　　7　
次に マル クスは 「諸工 業 地域 での工 業 の破滅」 につ い て，木 綿相 場 が ます
ますはげ しく低 落 してお り，当面 の需要 は まった くな く，操 業 短 縮が全 生産
の5 分 のi 以上 に及 んでお り，「い まではむ しろ当分 のあ い た工 場 を ま っ た
く閉鎖 した方 が賢 明 では ないか とい うこ とが 論議 され てい る」 こ とを 報 じて
い る。（マルクス，前掲論文づ トリビュソJ 1957年11月30日付Werke,  Bd. 12, s. 325）　
そしてい ‰ 「だか ら， これ まで のいつ に も まし て， 現 在 の痙摯 は工業 恐
慌の本質 をおび てお り， またモ れゆ えに 国民 的繁 栄 の根 源そ の ものを ゆ さぶ
ってい る。上 と結 論 してい る。（a. a. O., S. 325）　
最後に ，「ヨ ― = ツパ大陸 では ，「 ニの伝染 病は ，一方 では ， ス ウェ ーデ ン
からイタ リアへ 拡 が り，他方 では マ ド リードか ら ペシ ュ トへ広が っ てい る。
ハンブル グは関 税同 盟 の輸 出 入 の最 大 の商業 中心地 でお り，かつ北 部 ドイ ツ
の一般的 貨幣市 場を な し て い る 昿 もちろ ん第一 に打 撃 を受け ねば な らな
かうた。 フ ランスに つい てい えば ，フ ラン ス銀 行は その割 引 レ ー トを イギ リ
スの水準 に まで引 上げ てい った。 パ リの全 新 聞は陰気 な見 解 を述 べ ない よ う
に注意せ よとの内 々 の警 告を 受け ，金融 取 扱者 た ちは 憲兵 にお どか され てい
る。」（a. a. O., SS. 235～36）なか で もハ ンブ ル グの金融 パ ニ ックは もっ とも 猛
烈 であ り, 11 月29 日に ，多 数 の アル トナ の諸商 会 のほかに ハ ンブ ル グの20 の
大商会が 倒産 し，手形 の割 引は と まり，商品 や証券 の価 格 は名 目的 な もめ と
な り，すべ ての取 引 は停 止 す るに い たっ た。　
こうい う情勢 のな か でマ ル クスは超 人的 な仕事 を してい たふ「僕 は まっ た
く ものすご く仕 事を してい る。 たいて い 朝 の4 時 まで。 仕事 は すなわ ち二つ
あ る。第 一 ，経 済学概 要 の 仕上げ 。」 い うまで もな くそ れは 『現 在経 済学 批
判要綱 』 と題 して公 刊 され てい るマル クスの経 済学体系 の最初 の 仕上げ であ
る。マル クスはそ れを 「大 洪水 〔＝革命〕」 の くる までに や りとげ よ う と し
ていた のであ る。「第 二 ，現 在 の恐 慌。 これについ ては ー 「 ト リビ ュンヘ」
の論説を別とすれば ただ帳付けをしているだけだが，しかしとれがなか
な か時 間 を とる 。」（1857年12月18日付マルクスからエソゲルスへの手紙，Werke ，Bd.    29．s.
232）　
しか し政 治 的 に は ， マ ル ク ス ＝エ ン グ ル ス の恐 慌 一 革 命 論 は1857 年 恐 慌 に
つ い ては ほ とん ど 当 ら な か っ た と い っ て 過 言 で は な さ そ うで あ る 。 イ ギ リス
で は もち ろ ん ， フ ラ ン ス で 乱　 ドイ ツで もつ い に 革 命 は 起 ら なか







年頃より新たな循環に入り,  1860年はイギリス木綿工業の絶頂。 1861






こ の間 マル クスは1861
年8 月～63年6 月に23冊のノート「経済学批判」を1864 ～65年に『資本論』
第3 部の原稿を書き，また1867年3 月『資本論』第1 巻の原稿完了，9月出版。
実践的には1864 年9 月国際労働者協会（:第1 イソクーナシ3 ナル）創立大会。　1866





インタランド銀行はすでに用心深く1865年の7 月末から0.5 パーセン ト 幅
でレートの引上げをはじめていたが，同年10 月からはその幅を1 パーセント
とし,  10～12 月に6,    7パーセントの高さを維持した。翌1866 年1 月4 日か
ら2 月22日までのおいたは8 パーセントとなった。一 暗黒の年となうてゆ
くべき凶兆的スタート。その後バンクレートは2 月22 日7  パーセント，3 月15






人 た ち に た い して多 数 の 救 済融 資 を お こ な い ， こ の貸 出 と既 存 預 金 の 引 出 し















最後 に1770,   80年 代 の恐 慌 につい て見 よう。 1779年 恐 慌に つい て，マル ク
スはダ ユエ ル ソンにあ て で書い てい る。「現象 は こ のた び は特 異 であ っ て，
多 くの点 て以 前そ うであ った の と違 ってい ま す。」（1879年4 月10 日付ダユエルンン
あての手紙Werke,Bd.  34, S. 370.)　
さらに1 年 半 後 に書い てい る。「 目下 の恐 慌 は ，そ の 期 間， 広 さ， 強度 に
か んしていえ ば ， イギ リ。スが これ まで経験 した もの の うち 最大 のもので すが
しか し… … イギ リスに おげ る従来 の大 きな周 期的 恐 慌 の頂点 ，す なわ ちロン
ドンでの金 融 的 崩壊 が まった く欠け てい ました。 こ の ま った く異 常 な 事 情
正当にも貨幣パニックと呼ばれているものの欠如 〔の〕， 決定的なモメ
ン トの一つ は ，・……1879 年 の強い金 融流 出が ，い ち じ る しい 程度 に おい て，
フ ランス銀行 と ドイ ツ・ ライヒ スバ ン クとの支持 に よっ て相殺 され た とい う
こ とで した。」（188眸9 月12日付ダエエルソンあての手紙SS.  463～464）こ こ に イギ リ
ス一 国の帝 国主 義的 支配 か ら欧米列 強 の桔抗 へ の移行 の あ らわ れを読 み とる
べ きであ ろ う。　
さらに1880 年 代 ともな れば， マル クス没後 のエ ングル スは ，1886 年11 月5
10







































そのなかに含まれていることが証明されねばならない。」（Marx,  Mhrwert a ，Werke,
























































る社会的生産関係とのおいたの恒常的矛盾なの で あ る。」（Marx, Kapital,  H，Werke,







「｛以上 のこと 〔株式 会 社 の形 成〕 を マル クスが書 い てから ， 周知 の よ う
に株式 会社 の二 乗， 三乗を 表 わ す新 しじヽ 工 業径営 形 態が 発展 してき た。 こ ん
に ちではす べ て の大 工業 の領域 で生産 は 日に 日に ます ます速 く増 大 され るこ
とができ る よ うにな っ てい る のに ， これ とは反対 に ， こ の増 加 した生 産物 の
ための市場 の拡 大は ます ます緩 慢にな っ てい く。 前者が 数 力月 で製 造す るも
のを，後者 は数年 か か って よ うや く吸収す るこ とがで き る。そ の うえに 保護
関 税政策が 加 わ り，そ れに よって どの工 業 国 も他の工業 国に たい して，こ と
にイギ リスに たい し て門戸を 閉 ざ し，国内 の生産 能力を い っそ う人 為的に 高
くする。そ の結果 は 一般 的 な慢 性的 過剰 生産 ，価 格の下 落 ，利 潤 の低下 ， さ
らには利 潤 のまっ た くの 消滅 であ る。 要す るに，昔 か ら ，讃 えら れ てき た競
争 の自由 は もはや なす術 もな く，そ の公然 た る不 面 目な 破 産を 自分 自身 で告
げ ざるを え ない のであ る。 … …F.Engels 」（Marx,    Kapital，W,  Werke,  Bd. 25, S。453
）　
エン グル スは 独 占資本主 義 の形 成 過程を知 っ ていた。 だか ら カル テル・ ト
ラスト等に よる生産 と市 場 と の乖離 ，保 護貿 易政 策を軸 とす る 国際的 競争 ・
矛盾・慢性的 過 剰 生産 につ い て語 ってい る のであ る。 こ れが20 世 紀 等の帝 風































































かになる。そしてどの国でも同じ崩落が起こる。」（Marx, Kapital,Ⅲ, Werke, Bd.28,
  SS. 508―509）　










































て 出 さ れた 『 世 界 経 済 年 報 』（経 済批 判会訳），（2）r 世 界 経 済 恐 慌 史 （1848 ～1935
年）』第 一 巻 第 一 部 （永住道雄訳,   1937年10月）, 第 一 巻 第 二 部 （同氏訳,   1938年6 月），
お よび○ 第 二 次 世 界 大 戦 後 に 出 さ れ た 『現 代 資 本 主 義 と 経 済 恐 慌 』（石川朝雄
訳,1968 年11月）お よび 同 書 下 巻（同氏訳,   1969年9 月）であ る 。 但 し ヴ ァ ル ガ の 叙
述 は も っぱ ら 諸 世 界 恐 慌 の 記 述 に 終 始 し て お り ， さ き に 「産 業 資 本主 義 の も
と に おけ る 世 界市 場 恐 慌 論 序 説」 を 執 筆 す る さ い に 依 拠 し た マ ル ク ス ＝エ ン
グル ス の ご と く記 述 的 であ る と と も に 理 論 的 で は な い 。 した が っ て ヴ ァル ガ
の叙 述 を 素 材 と し て ， 表 題 の 「 独 占資 本 主 義 の も と に お け る 世 界 市 場 恐 慌 論
序 説」 を つ く り上 げ る こ と は至 難 であ る。 そ れ を な し遂 げ る た め に は お そ ら
くマル ク ス級 の 頭 脳 が 必 要 であ ろ う。 こ こ で は た だ さ き の 「産 業 資 本 主 義O
も と に お け る世 界市 場 恐 慌 論序 説 」 と の対 照 と ， 目標 と し て の 「 独 占 資 本主
義 のも と に お け る 世 界 市 場 恐 慌 論 」 を 明示 し てそ れ へ の 一 歩 で も踏 み 出す た









































フリカ合衆国における「金融市場における恐慌の徴候」 を指摘して お り，1928
年第1 回半期には，アメリカ合衆国における「恐慌根源の全系列」を示









には断定しえない。 だが1 年より遅くはないだろ う。」（『世界経済年報』第6輯170
頁）と。





























し い 下 降 が あ る の を 見 る。」（|W!書196頁）　
そ こ で ヴ ァル ガ は まず 「（1)鋼 鉄 お よび 銑 鉄 工 業 」 に つ い て い う。「7 月 と8
月 とに 於 い て 注 文 は 非 常 に 急 速 に トラ ス ト の生 産 能 力 以 下 に な っ た 。 手 持こ
注 文 高 は8 月 中 に 激 減 し た 。 こ れ ら す べ て は今 後 数 ケ 月 間 に 生 産 の な お一 倍
の 収 縮 が 起 る こ とを 示 す も の だ 。」（同書町 頁）つ ぎ に 「（2）自動 車 工 業 」。「 ア メ
リ カ の景 気 の最 心弱 い 点 の一 つ は 自 動 車 工 業 で あ る。 今 年 最 初 の8 ヶ 月 の取
引 数 は305 万4 千905 台 であ っ た のに 対 し今 年 最 初 の8 ヶ 月 の工 場 製 作 は422 万3
〔千 〕414 〔台 〕 で あ った 。 反 対 に 月 生 産 は4 月以 来 低 下 し続 行 で あ る。」づ
（m 書198頁）さ ら に 叩 ）建 築 業 」。「建 築 業 に も ま た7 月 か ら8 月 に か け て 非
常 に 猛 烈 な 衰 退 が 起 っ た 。 殊 に 住 宅 建 築 契 約 は,   8 月 に は1923 年9 月 以 来 の・
最 低 数 字 に 落 ち た 。」（同書199頁）「(4）労 働 者 の就 業 率 の低 下 。」 に『 ア ナ リ ス ト』
の8 月指 数 が ， 殆 ん ど1 年 以 来 初 め て 労 働 者 就 業 率 の 低 下 を 示 し て い る。」　
（同書200頁）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　
つ ぎ に 「（二 ）金 融 市 場 と取 引 所 に つ い て つ ぎ の よ うに い っ て い る。「連 邦。
準 備 局 は ，商 品 取 引 に 対 す る信 用 を 拡 張 せ し め つ つ 同 時 に 取 引 所 信 用 を 抑 制
し よ う と企 て た のだ が ， こ の 企 て が 失 敗 だ っ た こ とは 最 近 数 週 間 が な お 一 層
証 明 を 与 え て い る… … 。 ニ ュ ー ヨ ー クで は 銀 行 割 引 率 の 引 上 げ 以 来 仲 買 人 貸
付 は 毎 回 殆 ん ど1 億 弗 ず つ 増 加 し た 。 仲 買 人 貸 付 の総 額 は（ニ。－ローク，モの・J
他のアノリカ商館及び外国商館を合して）8 億 弗 台 を 超 え て， ま た も や レ コ ー ド を
破 っ た 。　
だ が 同 時 に 最 近 数 週 間 に ニ ュ ー ヨ ー ク取 引 所 で は 相 場 の 暴 落 が 続 け ざ まに
起 っ た 。 しか し そ れ が 金 利 引 上 げ の 直 後 に 起 り， 次 い で9 月 初 め に ，再 び10
月 最 初 の数 日 間 に 起 った 。 そ の 時110 種 の株 は 今 年o 最 低 レ コ ー ドに 落 ち た 。
取 引 所 に 於 け る相 場 の暴 落 が 経 済 恐 慌 の 前 駆 であ る こ と は誰 で も 知 る 通 り
だ 。」 同書2o頃 ）　　
「四　 外 国 貿 易 」「五　 資 本 輸 出」「六　 関 税 引 上 げ 闘 争 」「七　 潜 在 的 農
業 恐 慌 」 は 省 略 す る。　








界恐慌」 と題 して「幻影 は 消え失 せ た り」 と呼 びかけ た。『r世 界経 済年報 』
《8）1929年第4 回半期 に おい て彼 のい うところ を聴 こ う。　　
「や れ『繁栄 だふ や れ 『万 年 景気 』 だ，や れ 『万人 の繁栄 だ 』。 こ れこそ
且 資本生義 諸新 聞が数 年 こ の方 合衆 国 の情勢を特 色づ け るのに使 った スl=ニ1 ・―.
ガ ソだ った。 ヨ ーロ ―パ ・ブ ルジ ョアジ ーは，慢 性的 な経 済不 景気 に悩 まさ
れ るし，革命的 労働 者運 動 には脅 か さ れ るし，す ぐお隣 りで社会主 義 を急速
に建設 しつつあ るソ連 邦 は苦 にな るしす るので，苦 し まぎれに ， ア メリカ合
朧 国の繁 栄か ら希望を 汲 み とっ て胸 をな で下 してい た。 彼等 は， ア ノリカ の
例 に従 って資 本主 義が新 たに再 高揚す るとい う希望 を抱 い て いた の だ。」（同
書3 頁）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卜　　
「恒久 の繁栄 とい う幻影 はこ っぱ 微塵に な った。資 本主 義 の歴 史 に於 い て
最 心強 暴な取引 所大 動乱 は数 百万 の人 間 の財産 を失わ させ た。最重 要工業 の
生 産は20 ％か ら70 ％ 減退 した 。企 業 は数 え きれな いほ ど破産 した。 す べ てこ
れらは，繁栄 学 のイデ オ ロ ―グ連 に と っては マル クス主 義弁 証 法 の手厳 しい
訓 示な のだ。」（同書3 頁）　　
「ブルジ ョア経 済学 は景気 進行を 予想 す るこ とにかげ ては完 全に無 能だ。
こ のことは今 度 また もや適 切に示 さ れた。 アフ リカ合衆 国では 景気 研 究 の費
囲 として年々何 百万弗 とい う金 が費 消 され てい る。 独立 の大 景気研 究所 かお
る外に，各大 銀行 ，多 くの大企業 ，殆 ん どすべ て の大 学 が， 自分 の景気研究:
室を持 って い る。 そ れに も抱わ らず ， 彼等に は景気 進行 を近 似的に 予測 す る
こ とさえできな い有様 であ る。 景気 進 行 の予 測 は資 本家 自身 の利 益 な のだろ
うに，それが で きない の であ る。彼 等に はそ れが で きな い 訳だ。 なぜ な らば ，
七 れはただ マル ク ス主義 的方 法 に基 づい て のみ可 能 だろ うか ら。　
げれ ども景気 予測 にマ ル ク ス主 義的方 法 を採 用 しなが ら それ以外 の点 では
奇 流経済学を 基礎 と してお こ うな どとい う虫 のいい ことは で きない 相 談 だ。
も しマル ク ス主 義 の立場 に 立つ な らば ，資 本主 義 は決 し て永遠 の社会 形 態で
社 なくて歴史 的に 過ぎ て行 く一 つ の形 態 であ るこ と， またそ の終末 は も う始
まった のだ とい うこ とを ， 結 論 と してそ こから引 き 出さなけ れぼ な らな くな
る。だが ブルジ ョア経 済 学者 は まこ とに み じめ な有 様だ 。 だから彼 等 はマル





































大工業における就業度は1923 年ないし1925 年を100 として,   6月の126 か
ら10月の117 と低下した。この失業はもちろん1930 年以降はるかに深 亥Uな
ものとなった。 彼は既にいっている。「吾々は， 恐慌の最深点に な る と ア










へ。 花形株のうち1929 年最高相場から10月29日相場へ， ジュネテル・
エレクトリックは38％，ジ ュネラル・モータースは51％, クライスラ自動車









破産は起るだろう。　……だが大独占企業は一 多分二， 三の企業は別 に し
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一層強くなるだろう。合衆国の恐慌の影響は別にして 乱 金解禁 の 結 果 そ
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慢 性 的 大 衆 失 業 と い つ も 部 分 的 に し か 利 用 さ れ な い 生 産 設 備 と は 戦 後 の 資 本
主 義 経 済 の 主 要 特 徴 で あ る 。 資 本 主 義 的 世 界 経 済 の 大 部 分 に と
っ て は ， 上
昇
資 本 主 義 の 特 徴 だ っ た 恐 慌 ・ 不 景 気 ・ 上 昇 ・ 高 景 気 ・ 恐 慌 と い う 交 替 は も は
や あ て は ま ら な く な っ て し ま ト ， 慢 匠 的 不 景 気 が よ り 急 性 な 恐 慌 局 面 と 交 替
す る よ う に な っ て い る 。 だ か ら 現 在 の 国 際 経 済 恐 慌 の 後 に も 戦 前 の よ う に 全
資 本 主 義 に 亘 る 新 た な 上 昇 や 高 景 気 は 来 る こ と が で き ず 資 本 主 義 世 界 経 済 の
大 部 分 … … で は た だ 慢 性 的 不 景 気 の 続 き が 来 得 る だ け で あ る
。
」 （ 同 書5
 ～6 頁 ）
●　 ●　●　 ●　　　 ●　●　●　 ●　 ●　●　●　●　 ●　 ●　●　 ●　可　 ●　●　 ●　●　 ●　●　 ●　●　　●　　●　　●　　●　　「 だ が1920
～21 年 の 最 初 の 戦 後 恐 慌 に 比 べ て 右 深 刻 な 相 違 が 出 て 来 る 。1920
～21 年 経 済 恐 慌 は ， そ の 大 部 分 は ， 資 本 主 義 の 戦 時 経 済 的 損 傷 の 清 算 を
意 味 し て い た 。 即 ち 戦 争 中 に 発 生 し た イ ン フ レ ー シ
ョ ン
的 物 価 水 準 の 低 下 ，
戦 時 生 産 か ら 平 時 生 産 へ の 縮 制 替 え ， 等 々 が そ れ だ 。 当 時 は ま だ ま だ ブ ル ジ
ョ
ア 科 学 は 恐 慌 の 深 刻 さ は 何 よ り も ま ず 正 に 戦 争 か ら 来 た も の だ ， ま た 恐 慌
の 後 忙 は 資 本 主 義 の 新 た な 一 高 揚 が 起 る だ ろ う ， と 想 定 す る こ と が で き た の
だ 。　
現 在 の 恐 慌 の 歴 史 的 地 位 は ま る
っ き り 違 う 。 現 在 の 恐 慌 は ， 戦 争 直 後 の 資
本 主 義 の 深 刻 な 震 憾 を な し 崩 し に 償 却 し た 安 定 化 の 後 に 続 い て 起 っ た も の だ 。
































彼はその第1 巻第1 部においてい うO
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「1929 年 の 恐 慌 は 工 業 生 産 高 の 低 下 の 意 味 に お い て ， 資 本 主 義 の 歴 史 上 最
も深刻な恐慌であった。且（同書70頁）すなわち資本主義世界において，石炭産
額は―30. 9, 銑鉄生産高は－64. 8, 棉花消費高は―26.7 であった。　　
「資本主義全体は,   1929年の恐慌には，大体1908－1909 年に後戻りしたし
フランスの工業は1911 年に， アメリカ合衆国は1905－1906 年に， ドイ ツ は1896
年に，イギリスは1897 年に後戻りしたのであった。」（同書71頁）
「資本主義の最先進国 アメリカ合衆国 に おけ る1929 年 の恐 慌 の特
別 の 深 さ 」 は ， 生 産 高 の 恐 慌 前 の 最 高 点 か ら 恐 慌 の 最 低 点 へ の 低 落 率 に 明 瞭
に 示 さ れ て い る 。 す な わ ち ， 石 炭 は40.  9－ ， 銑 鉄 は79.4 －, 鋼 鉄 は －7c:  .Q
棉 花 消 費 高 は －3LO で あ っ た 。ゴ（同 書73 頁 ） ア メ リ カ 合 衆 国 に お け る 工 業 部 門
別 生 産 縮 小 継 続 月 数 は ， 銑 鉄 で39 ヶ 月 ， 石 炭 で41 ヶ 月 ， 建 築 業 で は57 ヶ 月 で
あ っ た 。　
「工 業 生 産 の こ の よ う に 特 別 な 持 続 的 な 且 つ 深 刻 な 低 下 の 原 因 は ， 何 よ り
も 先 ず ， 資 本 主 義 の 全 般 的 危 機 に と っ て 特 徴 的 な 固 定 資 本 の 慢 性 的 過 剰 に あ ，
る 。 恐 慌 の 特 別 な 深 さ は 生 産 手 段 の 生 産 の 異 常 な 低 下 の う ち に 明 確 に 反 映 し
て い る 。」（同 書74 頁 ）1932 年 の 工 業 生 産 指 数 （1929 ＝100 ） は ， ア メ リ カ 合 衆 屏
に お い て 総 指 数53.8, 生 産 手 段 指 数27.6, 消 費 手 段 指 数75.8, ド イ ツ に お い
て そ れ ぞ れ53.3,   34.4,   76.3 で あ っ た 。　
ヅ ア ル ガ は さ ら に い う 。 「 工 業 生 産 の 低 下 の 深 さ と 異 常 な 持 続 性 と は ， 部
分 的 に は ， 現 在 従 来 よ り 曾 て な い ほ ど の 強 さ を 有 す る 。 諸 独 占 の 作 用 に よ っ
て 説 明 さ れ る 。」「 諸 独 占 は ， 高 物 価 を 維 持 し つ つ ， 生 産 制 限 の 方 法 に よ っ て
恐 慌 を 克 服 せ ん と 努 め て い る 。 … … 物 価 を 従 来 の 水 準 に 維 持 せ ん と す る 諸 独
占 の 傾 向 は ， な る ほ ど 成 功 し な か っ た 。 独 占 価 格 は 現 実 的 に は 恐 慌 の 進 行 中
に 著 し く 低 落 し た 。 し か し 乍 ら ， 独 占 価 格 を 維 持 せ ん と す る 企 図 そ の も の 力≒
恐 慌 を 深 化 さ せ 且 つ 長 び か せ た の で あ る6 」「1929 年 の 恐 慌 に お げ る 物 価 の 低
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落 は ， 従 来 の 恐 慌 の 如 何 な る も の よ り も ず っ と 深 刻 で あ っ た 。」（同 書79 頁 ） 事
実「恐慌における物価の低落率」は，アフリカ合衆国において，1928－1934




















つぎは「信用および貨幣恐慌」である。「1929 年の恐慌は， 大凡，1929 年
中頃から開始された。……恐慌は1929 年n 月のアメリカ合衆国における激烈
な取引所恐慌をもって知れ渡った。株式相場は連続的に且つ激し く 低 落 し










即 ち， ドイ ツに おい て は，
1933年0 春に（その後まもなく
工業において恐慌の最低点が克服された）。　これを遅れさせた原因は， 工業




接に関連していた。」（同書92頁）「1936 年来における主要な本位貨 の 相場 は，
本来の金平価と対比すれば，次の如くである。アノリカ合衆国59.0 ％, イギ











ず， 矢張り資本主義経済の内的協力の作用によって克服されるに 至 っ た。1932
年の夏に，世界的規模において恐慌の最低点を通過した。恐慌は緩慢乍
ら，また極めて不均等にではあったが 即ち，国別において，生産部門別















で こ れ ま で に お こ っ た す べ て の 恐 慌 と く ら べ て は る か に 優 っ て い る 。 生 産 手
段 の 生 産 の 低 下 は と り わ け は げ し か っ た 。 そ れ は2 分 の1 以 下 に お ち た 。 と
こ ろ が 消 費 手 段 の 生 産 は 全 体 で4 分 の1 減 っ た だ け で あ っ た 。」（同書161 頁）彼
の 掲 げ て い る表 に よ る と ， ド イ ツ の 工 業 生 産 は1929 年 か ら1932 年 ま で に 総 指
教 で －40.6 ％ ， 生 産 手 段 指 数 で －53.0%, 消 費 手 段 指 数 で －9C.00/ と な っ た 。
ま た ア メ リ カ 合 衆 国 の 生 産 低 下 率1929 －1933 年 に ， 石 炭 －41.7, 銑 鉄 一79.4,
鋼 鉄 －76.4 で あ り ， 棉 花 消 費 高 の 低 下 は31.0 ％ で あ っ た 。　　
「恐 慌 が こ う し た 特 別 の 深 さ を し め し た 根 本 原 因 は ， 生 産 手 段 が 過 剰 で あ
る と こ ろ に あ り ， こ り 恐 慌 に さ い し て は ， 全 世 界 に お い て 第1 部 門 に お け る
生 産 の と く に は げ し い 低 下 が お こ っ た の で あ る 。」（同書162 頁）世 界 工 業 生 産 指
数 は ，1928 年 を100 と し て1929 年 か ら1932 年 ま で に ， 生 産 手 段 は110 が62 に な
う た が ， 資 本 手 段 は105 か ら89 に な っ た だ け で あ っ た 。「1932 年 に は ， 恐 慌 が
も っ と も 深 い と こ ろ に た っ し た 。 そ し て 第1 部 門 に お け る 生 産 は1913 年 の 水
準 に く ら べ て10 ％ も 低 下 し た （端 数 は 切 捨） こ れ に 反 し ， 第n 部 門 に お け る
生 産 水 準 は ，1913 年 に く ら べ る と10 が も 高 か っ た （端 数 を 切 捨 て る）。」 も ち
ろ ん こ の 両 部 門 の 生 産 の 低 下 」 は 「 個 別 の 国 々 で 非 常 に 不 均 等 で あ る 。」
《同書163頁）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。 　






工業国と農業国 乱 帝国主義国も植民地 乱 生産手段 と消費手段の生産乱


















不 能， 資本の輸出停止の土台を形づくっている。」（[W|書169頁) 1929－1933 年に
おける物価の低落率（年平均数高）は，ドイツ00 0/ フランス36％，イギリス31
‰　アメリカ31％であった。　　
「5  . 利潤の低下」「いかかる恐慌においても取得される剰余価値は 減少
する，というのは，搾取される労働者数は激減するし，賃銀の引下げは価格
の値下がりを償うことができないからである。取得さるべき剰余価値の総率
が減少するということは， これまで利潤の総率が減少するというこ と で あ
る。」「しかし価格が大幅に低下すれば，利潤が剰余価格 よりもずっとはげし
く低下することになる。」（同書m 頁）これについてヴァルガの掲げている表に





の特殊性は，信用恐慌の公然たる発現が2  －3 年遅れてやってきたところに
ある。信用恐慌が破局的にあらわれたのは，ドイツでは1931 年の夏のことで
































































同じ『現代 資 本主義 と経 済恐 慌』（1963年刊第2 刷）には 「新 しい 恐 慌に 直 面
す る資本主義 世 界（1938年）」（下巻のVI) が収め ら れてい る。 これ は1937 年O
世 界恐 慌 の研 究 であ り， こ のとき多 くの帝 国主義列 強は 第 二次 世 界大戦 の前





















あ った。 1929年の株価を100 とするならば，1937 年3 月の月平均株価は80.3





















































































第三 に本稿 が第二 次世 界大戦 までで 終っ てい るこ とに つい て であ る。 国家
泉 占資 本主義 は,   1929年恐 慌直 後 の1933 年 頃 をほぼそ の端 緒 としてい る よう
であ る（アノリカのニュー・ティール， ドイツのナチス経済等）が，そ の最 初に おい
て は必 ず しも充分 な威力 を 発揮 しえ な か った ようで あ 右（ニュー・ティールは
新しい恐慌によって押し流され，ナチス経済は軍事経済そのものであ
った。）。　そ れ
が 第二 次世 界大 戦を へた の ち， ア メ リカ金融 資 本 の世界 支配， 戦 災 の復 興
お
よび戦時 の ぐりのべ需 要等 々 と結 びう い て種 々政 策に よっ て特 に 景気循 環に
対 して強力 な作用 を発 揮 しは じめ た。 すな わち恐 慌 とな
って勃 発 す るべ き矛
盾 を国 家独 占資 本主 義 の諸 機構 が不 況 として抑 え たの であ る。
か くして第二
次 大戦 後 の資 本主義 は1944,5 年 の第 二次 大戦後 最大 の世 界恐 慌 とそ れに つづ
ぐ 浸性不況勃 発に至 る までは ，小 規模 で 底 の浅 い1957,
   8 年恐 慌 しか世 界恐
慌ヽを経験 しなか った のであ る。（もちろん各資本主義国，例えばア
タリカ， 例えば
日本は， 幾度かの一国恐慌を経験しているが。） そ して特定 の国では 長期に わ た
るいわ ゆる 高度成長 が みら れた 。　
この「 国家 独占資 本主 義段階 で の世 界 市場恐 慌」（r恐慌の基礎理論』まえがきI
） の理論を 全面的 に 明 らかに す る ことは， わが 国 の もっと もす ぐれた恐 慌:
理 論家 であ る林直道 教授か そ の生 涯 の究極 目標 的 労作 とし て約 束 され てい る
ところ（1976年10月）であ る。資 料 乏し く，研 究時 間足 らず， 協 同研 究者な き
お たし は， こ の「国 家 独占資 本主 義 のも とにおけ る世 界 市場恐 慌」
とい うわ
九 われ経済 学研 究者 のみ なら ず 同時代 の資 本主義 世 界の全 勤労人 民 に とっ て，
死 活的に緊要 な問 題 の解 明を 林教 授に 期待 し て本稿を 了 る。　　　　　　　　
（1978年10月3 日受理）
